
春号
Vol.13

2017

臨時総代会を開催
水稲共済加入方式の確認を
農機具共済の仕組み改定
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第
４
回
臨
時
総
代
会

定
款
一
部
変
更
の
ほ
か
５
議
案
を
可
決

農
政
の
現
状
を
話
す

坂
本
組
合
長

賛
成
多
数
で
議
案
を
可
決

議
長
の
鳥
羽
総
代

第
１
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
共
済
規
程
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
固
定
資
産
処
分
の
件

第
４
号
議
案
　
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合
の
事
務
所
の
配
置
等
に
係
る
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
一
部
変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済
掛
金
標
準
率
等
設
定
方
法
の
件

第
６
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

議

案

　
第
４
回
臨
時
総
代
会
を
平
成
29
年
２
月
13
日（
月
）に
当
組
合
中
部
支
所（
北

栄
町
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
雪
の
中
、
総
代
１
２
２
人
（
う
ち
書
面
86
人
）
が
出
席
、
三
朝
町
の
鳥
羽

正
芳
総
代
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
定
款
一
部
変
更
に
係
る
議
案
な
ど
５
議
案
に

つ
い
て
協
議
し
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
理
事
会
　
日
時
：
平
成
28
年
11
月
15
日（
火
）

　審
議
事
項

①
　
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合
本
所
移
転
に
伴
う
新
築
及
び
実
測
セ
ン
タ
ー
新
築
等
工
事

　
　
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

②
　
西
部
支
所
の
事
務
所
等
改
修
に
つ
い
て

③
　
そ
の
他

第
７
回
理
事
会
　
日
時
：
平
成
28
年
12
月
22
日（
木
）

　審
議
事
項

①
　
鳥
取
中
部
地
震
に
つ
い
て

②
　
顧
問
弁
護
士
の
契
約
に
つ
い
て

③
　
平
成
28
年
度
人
事
院
勧
告
の
実
施
に
つ
い
て

④
　
諸
内
規
則
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

⑤
　
平
成
28
年
産
農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）
共
済
金
支
払
い
に
つ
い
て

⑥
　
平
成
28
年
産
果
樹
共
済
（
な
し
）
共
済
金
支
払
い
に
つ
い
て

⑦
　
平
成
28
年
度
業
務
関
係
予
算
等
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

⑧
　
平
成
28
年
度
各
事
業
の
引
受
と
事
故
状
況
に
つ
い
て

⑨
　
共
済
部
長
、
損
害
評
価
員
の
委
嘱
・
任
免
に
つ
い
て

⑩
　
そ
の
他

第
８
回
理
事
会
　
日
時
：
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

　審
議
事
項

①
　
平
成
28
年
度
定
期
（
中
間
）
監
査
意
見
の
回
答
に
つ
い
て

②
　
定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

③
　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

④
　
総
代
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者
等
の
指
名
に
つ
い
て

⑤
　
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

⑥
　
組
合
移
転
に
伴
う
新
築
及
び
実
測
セ
ン
タ
ー
新
築
等
工
事
の
追
加
工
事
に
つ
い
て

⑦
　
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合
の
事
務
所
の
配
置
等
に
係
る
基
本
計
画
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑧
　
家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済
掛
金
標
準
率
等
設
定
に
つ
い
て

⑨
　
第
４
回
臨
時
総
代
会
の
開
催
日
時
、
場
所
及
び
附
議
す
る
議
案
に
つ
い
て

⑩
　
平
成
28
年
度
業
務
収
支
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

⑪
　
共
済
部
長
、
損
害
評
価
員
の
委
嘱
・
任
免
に
つ
い
て

⑫
　
そ
の
他

理
事
会
報
告
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雪 害
　強い冬型の気圧配置の影響で、１月22日からの降雪及び２月10日からの
降雪により、園芸施設、建物、果樹園等に多くの被害がでました。
　特に、園芸施設では183棟（東部44棟、中部122棟、西部17棟）に倒壊
等の多くの被害が相次ぎました。（２月24日現在）
　また、雪に埋もれた果樹園では、雪の重みによる樹体の折れ、裂けなどの
被害がでました。

積雪によるハウスの倒壊 倒壊したハウス内

ハウス

33年ぶりに90㎝越え（鳥取市）

枝が折れ、幹が裂けた園地 倒壊した畜舎

果　樹 建　物
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1

2 3 4 5 6

166 147 129 110 92

2 3 4 5 6 7 8

36 32 28 24 20 16 12

2 3 4 5 6 7 8

76 67 59 50 42 34 2560 90

農作物
（水稲・麦）

共  済
NOSA I  T O T TOR I

共  済
水稲共済の加入方式、補償割合、
単位当たり共済金額　(１㎏当たりの補償額）の
取りまとめを行います。

水稲共済の加入方式、補償割合、
単位当たり共済金額　(１㎏当たりの補償額）の
取りまとめを行います。
標準以外の加入方式、補償割合、単位当たり共済金額を希望される
方は申出が必要です。

水稲共済では加入方式と単位当たりの共済金額を選択することができます。
標準(加入方式：一筆７割補償、単位当たりの共済金額：１位）以外をご希望
の方は、下記申出書を提出してください。

提出申出書 農作物共済（水稲）引受方式及び補償割合選択申出書
兼単位当たり共済金額申出書

提出期限 4月30日

提出場所 共済部長又は鳥取県農業共済組合　各支所

平成29年産  農作物共済（水稲）引受方式及び補償割合選択申出書兼単位当たり共済金額申出書
鳥取県農業共済組合長　様

【全相殺方式及び品質方式への加入について】
※過去５年間JA等に収穫量の概ね全量を出荷している必要があります。
※施設計量結果等により引受・評価しますので、JA等の乾燥調整施設等が保管するデータ等を農業共済組合が閲覧すること又は
　提示を受けることについて同意いただいたものとして取り扱います。
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麦

農作物
（水稲・麦）

共  済
NOSA I  T O T TOR I

加入方式、補償割合加入方式、補償割合

作付25a未満の方作付25a未満の方

すき込む前には連絡をお願いします。すき込む前には連絡をお願いします。

　農作物共済（水稲）では作付面積が25a未満の方の加入は任意です。詳しくは各支
所農産課へお問い合わせください。

　米粉用で、１位以外を選択される場合は各支所農産課へお問い合わせください。

　自然災害等により発芽不良、生育不良の圃場で、やむを得ずにすき
込みをする場合には、必ず各支所農産課へ連絡をいただき、組合が確
認した後に実施していただきますようお願いします。
　連絡のないままにすき込みをされた場合には、共済事故として扱え
ませんので注意してください。

●単位当たり共済金額(１㎏当たり補償額）
(主食用）

加入方式

一 筆 方 式

半相殺方式

全相殺方式

品 質 方 式

申出不要
７割補償
６割補償

５割補償

８割補償

９割補償

９割補償

圃場ごとに基準収穫量の３割以上の減収があった場合に補償されます

圃場ごとに基準収穫量の４割以上の減収があった場合に補償されます

圃場ごとに基準収穫量の５割以上の減収があった場合に補償されます

農家ごとに総基準収穫量の２割以上の減収があった場合に補償されます
（増収筆は基準収穫量で計算します）

農家ごとに総基準収穫量の１割以上の減収があった場合に補償されます
（増収筆は基準収穫量で計算します）

減収や品質の低下があった場合に、農家ごとの生産金額が基準生産金額の
１割以上の減収があった場合に補償されます

補償割合 補　　償　　内　　容

(飼料用）

順　位

単　価

１位
２位 ３位 ４位 ５位 ６位

40 36 32 28 24 20

７位

16

８位

12

申出不要

順　位

単　価

１位
２位 ３位 ４位 ５位 ６位

182 164 146 127 109 91

申出不要
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　「
鳥
取
中
部
地
震
」、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
M
）6.6

の
巨
大
地
震
が
、
平
成
28
年
10
月
21
日
午
後
２
時

７
分
に
発
生
し
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
後
は
、
道
路
に
激
し
い
凹
凸
が
で
き
、

辺
り
を
見
渡
せ
ば
多
く
の
家
の
屋
根
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
復
旧

も
す
す
み
、
元
の
穏
や
か
な
街
並
み
へ
と
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
　

　
震
災
か
ら
４
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。N
O
S
A
I

鳥
取
に
は
６
１
３
戸
７
５
２
棟
の
被
害
申
告（
２
月

24
日
現
在
）が
あ
り
、
連
日
職
員
に
よ
る
現
地
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
外
観
か
ら
内
部
ま
で
複
数
人
体

制
で
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
５
９
８
戸
７
３
２
棟

の
評
価
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
被
害
内
容
と
し
て
は
、
内
外
壁
や
基
礎
に
は
し

る
ヒ
ビ
が
多
く
み
ら
れ
、
ま
た
震
源
地
に
近
づ
く

に
し
た
が
っ
て
、
屋
根
瓦
が
大
き
く
ず
れ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
し
た
。

　
現
在
、
評
価
が
完
了
し
た
案
件
に
対
し
、
順
次

お
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
２
月
24
日
現
在
、
５
７
１
戸
６
７
２
棟
に
、
約

３
億
６
千
万
円
の
お
支
払
い
を
致
し
ま
し
た
。
残

る
案
件
に
対
し
ま
し
て
も
、
迅
速
な
支
払
い
を
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
支

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲地震により、壁が落ちる。

建   物
共   済
NOSA I T O T TOR I

鳥
取
中
部
地
震

鳥
取
中
部
地
震

損
害
共
済
金
支
払
状
況

一
日
も
早
く
復
旧
を
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変わるポイント その①

１台当たり 現行 500万円

補償限度額の引き上げ補償限度額の引き上げ

1,000万円

変わるポイント その②

       （現行）
１回目　　無し
２回目　　20％
３回目　　50％

         （改定後）
１回目　　10％　　
２回目　　30％
３回目　　60％

         （改定後）
１回目　　10％　　
２回目　　30％

事故免責基準等の変更事故免責基準等の変更

変わるポイント その③ 引受制限の実施引受制限の実施

農機具共済仕組み改定農機具共済仕組み改定

① 事故回数による免責基準　（格納中以外の事故）

② 消耗品等の取扱基準

詳しくは、お近くの支所へお問い合わせください！

　従来、消耗部品は支払対象外として支払から除いておりましたが、この度の仕組み
改定により、支払い対象に含めることとなりました。
ただし、消耗品のみに発生した損害は従来通り支払い対象外となります。

　新品農機具購入後、14年を超えたものは、新調達価額の50％を加入限度とします。
（中古農機具の場合は、メーカーが製造打ち切りを行った年から14年とします）

　ただし、損害評価員の査定により、加入者の過失が全く認められないと判断された
場合には、免責対象としません。

農機具
共   済
NOSA INO S A I T O T TTO T TOR IO R I

　平成29年４月１日から、農機具共済の加入内容が大幅に変更になります！
この機会に是非、ご加入の検討をお願いします！

※29年度引受から仕組み改定要綱の対象となります。28年度までは従来通りです。

始まります！
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乳房炎とは？

主な原因菌

乳房炎について

乳房炎ワクチンに関するお問い合わせは、最寄りの家畜診療所まで！

　乳房内に細菌などの微生物が侵入・増殖しておこる病気です。
成乳牛の病傷事故のうち約３割を占めます。乳房炎に感染すると
乳量や乳質が低下し、重症になると死亡することもあり、大きな
経済的損失をもたらします。

搾乳（感染分房の乳汁）を
介して伝播します。

環境（牛床・敷料・糞）から
直接感染します。

治療法は？
　抗生物質の乳房炎軟膏を乳頭から注入する方法が一般的です。注射による全身投与を行
うこともあります。しかし、原因菌により有効な抗生物質は異なるので、乳汁検査を行い
適切な治療を行いましょう。

対策法は？
①正しい搾乳作業とミルカー点検（過搾乳の防止、ディッピング等）
②早期発見・早期治療
③適正な飼養管理（定期的なビタミン剤投与、乾燥した牛床、換気等）
④感染牛の淘汰

乳房炎ワクチン
　黄色ブドウ球菌（SA）、大腸菌、コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
（CNS）による乳房炎の臨床症状を軽減するワクチンです。
　分娩予定日の45日前（±４日）、10日前（±４日）及び分娩予定日の52
日後（±４日）の計３回２mlずつを頸部筋肉内に左右交互に注射します。
　ワクチンを接種することで臨床症状が軽減し死廃率が低くなり、乳房
炎の治癒率が高くなります。

家  畜
共  済
NOSA I  T O T TOR I

原　因　菌

伝染性乳房炎
黄色ブドウ球菌（ＳＡ）
無乳性レンサ球菌
マイコプラズマ
その他のレンサ球菌
大腸菌群
コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
緑膿菌

環境性乳房炎
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農業共済新聞 鳥取支局 地域げんき通信地域げんき通信
NOSAI 機関紙「農業共済新聞」では、地域の情
報を伝えるために最終面を地方版（１週：鳥取
版、２～４週：中国版）にしています。鳥取支局
が担当し、過去に掲載された記事を紹介します。

2016年２月３週号

三
朝
町
の
や
よ
す
け
フ
ァ
ー
ム
の

柿
原
弥
生
代
表
は
、
わ
か
ば
農
法
で

イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
。

わ
か
ば
農
法
は
、
土
に
こ
だ
わ
り
、

極
力
農
薬
を
使
わ
な
い
栽
培
方
法
で
、

収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
は
、
香
り
が
残
っ

て
、
味
の
広
が
り
も
違
う
。

現
在
は
、
産
直
市
場
な
ど
で
販
売

を
行
っ
て
い
る
が
、
３
月
下
旬
に
は

イ
チ
ゴ
狩
り
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

に
し
て
い
る
。

今
後
は
規
模
を
拡
げ
、
６
次
産
業

化
や
地
域
お
こ
し
へ
と
つ
な
げ
三
朝

町
の
特
産
品
に
育
て
る
考
え
だ
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

東
伯
郡
三
朝
町
三
朝
７
７
２
ー
３
０　

や
よ
す
け
フ
ァ
ー
ム

☎
０
８
０
ー
６
３
４
４
ー
６
９
９
６

イ
チ
ゴ
を
三
朝
の
特
産
に 

〈
三
朝
町
〉

2016年７月４週号

2016年11月１週号

こ
く
深
い
ト
マ
ト
ラ
ー
メ
ン 

〈
日
南
町
〉

Ｒ
29
ス
モ
ー
キ
ー
ジ
ビ
エ

バ
ー
ガ
ー 

〈
八
頭
町
〉

日
南
町
神
戸
上
の
「
ふ
る
さ
と
日
南

邑
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
」
は
、
自
家
栽
培
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
っ
た
「
ト
マ
ト
ラ
ー

メ
ン
」
が
好
評
だ
。

ト
マ
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、
完
熟
ト
マ

ト
を
自
家
製
だ
し
と
合
わ
せ
た
ソ
ー
ス

と
、
地
元
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
玉
ね
ぎ
、

キ
ノ
コ
類
を
煮
込
ん
だ
ス
ー
プ
を
麺
に

絡
め
た
も
の
で
、
と
ろ
み
が
あ
り
濃
厚

な
ス
ー
プ
だ
が
、さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
。

ま
た
、
地
元
産
の
野
菜
や
キ
ノ
コ
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
感
が
あ
る
。

完
熟
ト
マ
ト
な
ら
で
は
の
ト
マ
ト
の

う
ま
味
と
酸
味
、
栄
養
素
が
す
べ
て
入
っ
た
自
慢

の
味
だ
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

日
野
郡
日
南
町
神
戸
上
２
９
６
２
ー
１

ふ
る
さ
と
日
南
邑
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

☎
０
８
５
９
ー
８
３
ー
１
１
８
８

香
００００００００

香香香香香
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００

香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

八
頭
町
徳
丸
、
道

の
駅
は
っ
と
う
内
の

「
喫
茶
ド
ン
ト
ー
レ
」

は
、
周
辺
地
域
で
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
を
使
っ
た
ジ
ビ

エ
バ
ー
ガ
ー
を
提
供
。

高
さ
約
一
〇
セ
ン
チ

に
込
め
ら
れ
た
こ
だ

わ
り
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。

優
し
い
食
感
の
シ

カ
肉
パ
テ
と
、
旨
味

れ
る
イ
ノ
シ
シ
肉

の
ベ
ー
コ
ン
。
そ
こ

に
３
種
類
の
特
製
ソ

ー
ス
と
新
鮮
野
菜
が

絶
妙
に
絡
み
あ
う
。

バ
ン
ズ
は
米
粉
パ
ン

を
使
用
。
食
べ
進
む

ほ
ど
に
味
が
複
雑
に
な
り
、一
口
ご
と
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。地
産
地
消
に

一
役
買
っ
た
自
慢
の
一
品
だ
。

平
日
は
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
。ラ
ン

チ
タ
イ
ム（
十
一
時
〜
十
三
時
三
十
分
）の
み

の
提
供
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

八
頭
郡
八
頭
町
徳
丸

喫
茶
ド
ン
ト
ー
レ
（
嶋
田
）

☎
０
９
０
ー
５
９
４
９
ー
１
８
１
１

※
木
曜
定
休

自
慢
自

入
っ
た
自

１ て
入
っ
た
自
慢

１１

慢慢

入
っ
た
自自
慢
自
慢
自

入
っ
た

１

熟熟熟熟熟
１１１１１１１１１１１１１１

熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟自熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟た熟熟た熟自自自
慢
自
慢慢慢慢慢慢慢慢熟自自熟た
自熟熟自
た
自自熟熟熟熟熟た熟自
た
自熟熟自熟自自自自自自自自自自自自自自自自自熟自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
慢
自自自自自自自自自自自自自
慢慢
自自自
慢
自自自
慢
自自
慢慢
自自自自自熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟

183

花見山スキー場

日南町
総合文化センター

日南町
庁舎

石見川

J
R
伯
備
線

ふるさと日南邑
ファームイン257

210

107

210 111

8

生
山
駅

29

八東庁舎

八東川

若桜鉄道線

若桜街道

喫茶ドントーレ

270

6

徳丸

やよすけファーム

三朝町役場

三朝球場

←倉吉
三朝
温泉
→

三朝川
235

21
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未
来
へ

は
ば
た
け

未
来
の
担
い
手
を
紹
介
し
ま
す

若桜町で地域おこし協力隊として働
き、もうすぐ１年が経ちます。現在は、
イノシシ・シカの解体処理の仕事をして
います。出身は、愛媛県ですが縁があり、
若桜町の地域おこし協力隊に就任しま
した。
鳥獣害の多いこの若桜町で、捕獲後

の獣肉を活用をし、若桜の特産になる
商品開発を目標に日々頑張っています。

まちかどスマイル

金山　正大さん
倉吉市
かなやま せいだい

獣肉を活用して
　　　　　町の特産品を

あ   べ　 　ひろ み

阿部　宏美さん
若桜町

昨
春
か
ら
農
業
大
学
校
で
１

年
間
の
農
業
技
術
研
修
を
受
講

し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
思
い
通
り
に
い

か
な
い
野
菜
づ
く
り
の
難
し
さ

に
何
度
も
直
面
し
、
も
っ
と
野

菜
と
会
話
が
出
来
る
よ
う
経
験

を
積
ま
な
け
れ
ば
と
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
研
修
に
臨
ん
で
き
ま

し
た
。

卒
業
後
は
、
祖
母
の
営
農
を

手
伝
い
な
が
ら
、
将
来
は
、
自

分
で
農
地
を
持
ち
、
長
芋
や
ら
っ

き
ょ
う
の
生
産
を
考
え
て
い
ま

す
。
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
際

に
は
、
ト
マ
ト
栽
培
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す
。

課
題
や
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

農
業
の
大
先
輩
で
あ
る
祖
母
か

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
、
研
修

で
学
ん
だ
栽
培
技
術
を
活
か
し

て
、
一
歩
一
歩
農
業
の
道
を
進

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

祖
母
が
一
番
身
近
な
お
手
本

10



三
朝
町
の
国
際
交
流
員
ア
ラ
ン
・
マ
リ
ー
さ
ん

と
来
日
中
だ
っ
た
お
母
さ
ん
の
ク
ロ
ー
ド
ゥ
さ

ん
に
地
元
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
近
な
食
材
で
フ
ラ
ン
ス
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

伝
え
た
い
我
が
家
の
味

身
近
な
食
材
で
フ
ラ
ン
ス
料
理

ブロック肉
人参
玉ねぎ
白ネギ
セロリ
レモン
小麦粉
バター
塩・コショウ
海塩
ハーブ
ローリエ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

（１）大きい鍋に、肉が浸るくらいの水を入れて火にかける。
　　 沸騰したら、海塩を入れ、一口大に切った肉を入れる。
　　 強火で煮て沸騰したら、浮いてきたアクを取る。

（２）白ネギ以外の野菜を一口大に切り、鍋に入れる。
　　 白ネギは皮を剥いて１本そのまま入れる。
　　 ローリエ、ハーブ、塩・コショウを少々加える。
　　 蓋をして、時々混ぜながら弱火で１時間じっくり煮込む。

（３）他の鍋（中サイズ）にバターを溶かす。
　　 泡だて器で混ぜながら小麦粉を少しずつ加える。
　　 お玉杓子で（２）の汁を鍋に入れる。
　　 汁は、全部は入れず、シチューくらいの固さになるよう調節する。
　　 塩・コショウ、レモン汁をお好みの味になるよう加える。

（４）盛り付け皿に、肉と野菜を取り出し、（３）をかける。

ブランケット（仔牛の煮込み）：BLANQUETTE

（１）オーブンを180度に設定する。

（２）小麦粉と砂糖を大きいボールに入れて混ぜる。
　　 室温にもどしたバターを加えて、手で混ぜる。

（３）りんごの皮を剥き、小さく切る。

（４）型に（３）を入れ、上に（２）をのせる。
　　 オーブンで15分間焼く。

りんごのクランブル：CRUMBLE AUX POMMES

りんご
小麦粉
バター
砂糖

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g

材料（5人分）

材料（5人分）

作り方

作り方

伝統的なブランケットは、
仔牛肉で作りますが、

豚ももなど脂身の少ない煮込み用の
ブロック肉でもOKです。

少しずつ小麦粉を
入れながら、

混ぜ続けることが
大事です。

梨など、いろいろな果物の
クランブルを作ることができます。

作り方は同じです。

あなたの家庭で
オリジナルな
クランブルを
作ってみてね。

11



正解者の中から、抽選で若桜町の鹿もも肉、鹿ウインナー、
鹿スモークの３点セットをプレゼント。たくさんのご応募
お待ちしております。

応募方法

応募宛先 〒680-0841  鳥取市吉方温泉3丁目811
                   鳥取県農業共済組合広報係

応募締切

平成29年５月１日（月）
当日消印有効

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

読 者 の こ え

A B C D E

①

⑧

⑭

④

⑰

⑨

②

⑥

⑤

⑦

⑬

③

⑪ ⑫

⑮ ⑯

⑩

B

A

D

E

C

A～Eを順に並べて完成した言葉が答えです。

〈応募ハガキ 記入例〉

※賞品は写真と若干異なります。

①クイズの答え
②郵便番号
③住　　所
④氏　　名
⑤年　　齢
⑥性　　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

地産地消を応援
プレゼント応募券
2017 年 春号

※右上にあるプレ
ゼント応募券を
貼ってください

前号（賞品：日南町「おおえ」自然薯）及び本号の当選者発表は、賞品の
発送をもってかえさせて頂きます。

早
期
支
払
い
の
た
め
に

　N
O
S
A
I
で
は
農
林
水
産

省
の
指
導
で
、
現
金
の
取
扱
い

を
無
く
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　取
扱
金
融
機
関
に
つ
い
て

は
、
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　現
金
で
の
納
入
を
さ
れ
た
場

合
は
後
日
、
現
金
納
入
の
確
認

書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

手
数
で
す
が
必
ず
返
信
を
お
願

い
し
ま
す
。

　家
具
類
（
テ
レ
ビ
な
ど
）
の

落
雷
事
故
、
農
機
具
の
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
各
支

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ
れ

た
場
合
は
、
必
要
書
類
の
早
期

作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明
書
な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉 

請
求
書

（
修
理
明
細
が
わ
か
る
も
の
）

　農
業
災
害
補
償
法
が
制
定
さ
れ

70
年
。
平
成
29
年
度
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
ま
す
。

　情
報
は
広
報
紙
等
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　伝
え
た
い
我
が
家
の
味
の
コ
ー

ナ
ー
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
。
皆
さ
ん
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　春
で
す
よ
！

　春
で
す
よ
！

　

　気
持
ち
も
新
た
に
何
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

記
後
集
編 掛

金
は
自
動
振
替
で
！

ヨコのかぎ
① 地中に埋もれているものを掘り出すこと。
④ 癒されますが時々爪を立てます。
⑥ 生産から消費に至る商品の流れ。
⑧ 時間が過ぎること。
⑨ 腰から足までぴったりと覆う脚衣。
⑩ 日本の流行歌の一つ。
⑪ 夜空に○○が輝いている。
⑫ 準備を整えて機会の来るのを待つこと。
⑭ 世界遺産平等院とお茶が有名の市。
⑯ 近年○○による作物被害が増えています。
⑰ 学問や学術研究を奨励すること。

タテのかぎ
① 直径の半分。
② 同じことを何度もすること。
③ 空気中の水蒸気が地物の表面に凝結してできた水滴。
④ 物事に対する意気込み。
⑤ 電車やバス、飛行機などがある。
⑦ 消えやすくはかないことのたとえ。
⑪ 足りない部分を助けること。
⑬ 何かしようとする時の元となる心持ち。
⑮ 呼吸、姿勢、瞑想を組み合わせて心身の緊張をほぐす。

●昨年は熊本地震、鳥取中部地震と災害の多い年でした。今年は災害猿って（去っ
て）、幸福のくるケッコー（鳥）な年になりますように。（日南町 60代 男性）

→本当ですね。ケッコーな年になりますように。
●伝えたい我が家の味で紹介されていたレシピは参考になりました。早速黒豆の煮
物を作ってみたのですが、本当に調理時間も短縮でき美味しくて大満足でした。
（米子市 60代 女性）
→多くの方から嬉しい声をいただきました。来年のおせちにも役立ててください。
●地域げんき通信でお店の紹介をされていますが、電話番号も記載されたら尋ね
ていくことができるのですが。合わせて定休日、営業時間等も載せてあった方
が利用しやすいと思います。（湯梨浜町 60代 女性）

→気が付かなくてすみません。今号から紹介させていただいています。
●未来の担い手を読みました。野菜作りに一生懸命になろうとなさっていること、心
にジーンと響きました。頑張ってください。応援しています。（用瀬町 70才 女性）
→応援有難うございます。未来の担い手を皆で応援しましょう。
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